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-（1）適当水での作図をしてみる

ga←正に設定
f u mg（・：N=mg)

L冖一一點音準※
一ぶ荏に設一な う

進行方向と逆

運動方程式ma=Fより
m a = f - k x

⇒ m a = Umg- k x

a = 1 1 9一で "ーーーーにくい に禱 も ii の
形にする
a-_-うちに ｢.､ ん
で座標を示す

（中心）=TMSと読め

（2 前問（1）よ
x . i t ※のどしこーなーなに

（3 単振動の軌道で考えてみる。

☁ " " #

（はじ
反対の折り返し点でひ=0となる。振幅Aは

A = r - C c

といえ、ではrより2Aだけ負の向きなので
x , = r - 2 A



1、（33）続き
x , = r - 2 A

⇒ x、 = r - 2 ( r - 2 ( c）
ニー r+ 2Cc

=-r+4-は
ニー（ト ←備と誡で変形した。

※エネルギーと仕事の関係でだしてもいいけど大変

（4 単振動の周期をTとすると、1往復の半分の移動なので
といなき
前問いで求めた aの式と1年を比べて、Wをだす。

a=一it(x-Y)
r n

a=-W2×<-1公※公式のXは中心からの変位である
よって
w2=！ . : w = F

たびより
た2大TKT

たきより
七、=TEH



1 B 続 き
（5）（解答のやり
1

☁

ひMax=AW より

ひMax=(r-cc）・F
いい簽い？ななどで
だのいた保存則｡
運動方程式をたてるときに求めた復元力の式より、

F . = um g - k x
⇒ F=-k(x-#9）

爵辰動の比例定数K=k

Wax、 中心からの変位C'Lnoomiiiemm、_
ここで復元力による位置エネルギーは、中心からの変位水を用いて
U=士Kx2

となり、エネルギー保存則をたてると
½kx'2=½muiax
- Uax=x'。です

=(r-xc）が
※鉛直ばね振りで
ででで ないかてい変位を、のびとみなして

ながとかぶる事が裏ないと一のだっ



⑪3（5）続き、
（さらに別

運動エネルギーと全ての仕事の関係から立式する。

なながどどなが
(U前-U後） 1µmg=K)Ccを代入

⇒とド-Ika?_kkc(r-）(c)=Imひ2
⇒ kド - k k i - 2 kk e r + 2 k ? = m び
⇒ m び = k r 2 - 2 k xc r t k x ?
⇒ m i = k ( r -） ( c ) 2

6 右向きにはななきなななが
すなので

中心も変わる。

適当な位置xで作図をすると

に一一一一一で

""

な蒸よに設定する

運動方程式をたてると
ma ' =一 k x -Umgma'=-k(x+ang くーーこの式より
中心コピは でこ無たるい



｢ーしうい續動方程式よりWを求め
る｡

ma'=-k(attn9)
a'=-Het-9)

a'=-W2Xと比較して
W i n t
：。w=F

よって
たもも=2RVF ←周期は左に移動してるときと

Bは一番左の折り返しで、ぞがな対の折り返しまでの

時間がたなので、1往復の半分である。
たこI

※式だけだで1漢際の運動をイメ
ージするのは難しい｡
図とグラフで考えてみよう。
（左に進むとき）

し､ はで

'

？｣

"

で､
大一

"

ない
（右に進むと EG・摩擦の向きが左になったので

（中心）は弾性力が右にはたらく
っくく0の領域になるのだ、なにの！！典､ だが

"

で！"一方ついでにxc=なという関係も見出だせる。



B ※ 続 き
グラフにすると

A=一※がなに
で

&"

・に一

B...↓................
....._！

という動きをする。
•折り返すたびに振動中心の変わる単振動となるのだ。
•周期Tが変わらない、というのは、誘導がなくても
導けるようになっておきたい。


